
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

昨年１２月１９日（金）に、更別中央中３

年生の「心とからだの学習」として、「いのち

の誕生と生き方について考えよう」をテーマ

にした「性教育講演会」が開かれました。講師

は、助産師の中山由香里さんでした。中山さ

んは、「全ては奇跡の出会いから」（３億分の

１の可能性）とし、人の命の尊さや自分を大

事にすること等を熱く語られていました。生

徒からは、「生きていることの大切さを学ん

だ」、参観された保護者からは、「家庭で子ど

もと話をしたい」という声を聞くことができ、

有意義な講演会となりました。 

 

 

昨年１２月２３日（火）に、初めての試み

として、村内の小学１・２年生の「体力測

定」を、更別中央中１年生が支援しました。

測定種目は、「シャトルラン」と「反復横跳

び」でした。小学生は、中学生が見てくれた

り、いっしょに走ってくれたりすることで、

一層のやる気を発揮することができたようで

した。体を動かすことで、小学生と中学生の

会話もおのずと増え、いたる所で笑顔が見ら

れました。 

 

 

 

同じく１２月２３日（火）に、更別中央中

３年生が「総合的な学習の時間」で、更別村

の議会を訪問しました。 

生徒からは、福祉や観光・交通等の５つの

テーマ別に作成した更別村活性化案、さら

に、活性化する際の課題を解決する方法につ

いての発表がありました。その提案につい

て、今の現状も踏まえながら各議員からコメ

ントをしていただきました。 

　どのグループ

も、中学生らし

い視点での提案

で、「市街地にも

道の駅のような

場所を設けては

どうか？」「街灯

をもっと増や

してはどう

か？」といっ

たものもあり

ました。 

議員の方から

は、「村の将

来に対する思いがよく伝わるいい発表だっ

た」「今後の政策の参考にしたい」等、お褒

めの言葉をたくさんいただきました。 

 

 

 年を越して、１月２２日（木）に、上更別小

学校で「冬の避難訓練」が実施されました。

地震が起きて、ボイラー室から火災が発生し

たという想定での訓練でした。地震が発生し

た際の子ども達は、すぐに机の下に身を隠し、

揺れがおさまるまで待っていました。その後、

校内放送での指示に従い、校舎外に出て、雪

道で滑りやすい中、無言ですばやく行動し、

所定の場所に集まることができました。 

　集合場所で

は、更別消防署

の方からの講

評があり、上手

にできたこと

を褒めていた

だきました。

 

中学生の力は絶大！

 
 

更中３年「性教育講演会」

小中連携で「体力測定」  
 


